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和 文 要 旨 （ 2 0 0 字 程 度 ）  

特 別 養 護 老 人 施 設 入 所 者 1 1 6 名 （ 平 均 年 齢

8 7 歳 ） の 排 尿 管 理 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。 オ

ム ツ 使 用 者 は 9 1 名 （ 7 8 % ） で あ り 、 そ の う ち

泌 尿 器 科 受 診 歴 の あ る も の は 3 1 名 （ オ ム ツ

使 用 者 の 3 4 ％ ） に と ど ま っ た 。 泌 尿 器 科 受 診

歴 の な い 6 0 名 の う ち 、 い わ ゆ る 寝 た き り を

除 い た 5 0 名 （ 全 体 の 4 3 % ）、 さ ら に そ の 中 で

認 知 障 害 が 軽 度 で あ る 1 2 名 （ 全 体 の 1 0 % ）

で は 、 排 尿 管 理 の 質 の 向 上 の た め に 、 泌 尿 器

科 医 の 介 入 す る 余 地 が 残 さ れ て い る の で は な

い か と 考 え ら れ た 。  
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英 文 要 旨 （ 2 0 0 語 ）  

W e  s u r v e y e d  u r i n a r y  m a n a g e m e n t  f o r  1 1 6  

e l d e r l y  p e o p l e  ( m e a n  a g e  8 7  y e a r s )  a t  

s p e c i a l  n u r s i n g  h o m e .  D e m e n t i a  ( 5 2 % )  a n d  

s t r o k e  ( 3 3 % )  w e r e  t h e  m o s t  c o m m o n  r e a s o n s  

f o r  a d m i s s i o n  t o  s p e c i a l  n u r s i n g  h o m e .  O f  

t h e  1 1 6  s u b j e c t s ,  1 8  ( 1 5 % )  w e r e  m a n a g e d  

w i t h  v o l u n t a r y  v o i d i n g  w i t h o u t  d i a p e r s ,  2 5  

( 2 2 % )  w e r e  m a n a g e d  w i t h  v o l u n t a r y  v o i d i n g  

i n  c o n j u n c t i o n  w i t h  d i a p e r s ,  a n d  6 6  ( 5 7 % )  

w e r e  m a n a g e d  m a i n l y  w i t h  d i a p e r s .  T h e  

r e m a i n i n g  7  s u b j e c t s  ( 6 % )  w e r e  m a n a g e d  

w i t h  i n d w e l l i n g  u r e t h r a l  c a t h e t e r .  O f  t h e  

9 1  s u b j e c t s  u s i n g  d i a p e r s ,  o n l y  3 1  ( 3 4 % )  

h a d  c o n s u l t a t i o n  t o  u r o l o g i s t s .  A m o n g  t h e  

6 0  s u b j e c t s  w h o  u s e d  d i a p e r s  w i t h o u t  

c o n s u l t a t i o n  t o  u r o l o g i s t s ,  5 0  w h o  w e r e  n o t  

p e r m a n e n t l y  b e d r i d d e n ,  o r  1 2  w h o  h a d  n o  

s e v e r e  c o g n i t i v e  d e f e c t ,  m a y  h a v e  h a d  

b e n e f i t  f r o m  c o n s u l t a t i o n  t o  u r o l o g i s t s  
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a l o n g  w i t h  t h e  c o o p e r a t i o n  o f  n u r s i n g  

s t a f f s  a n d  u r o l o g i s t s .
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本 文  

は じ め に  

 毎 年 政 府 が 国 会 に 提 出 す る 「 高 齢 社 会 白

書 」 の 平 成 2 4 年 版 に よ る と 、 6 5 歳 以 上 の 人

口 が 総 人 口 に 占 め る 割 合 、 い わ ゆ る 高 齢 化 率

は 2 3 . 3 % で あ り 、 超 高 齢 社 会 が さ ら に 進 行 し

て い る と 報 告 さ れ て い る 1 ) 。 ア ジ ア や 欧 米 諸

国 と 比 較 し て も 本 邦 の 高 齢 化 率 は 高 い 。 高 齢

化 率 の 上 昇 に 伴 い 高 齢 者 の 要 介 護 者 数 も 急 速

に 増 加 し て お り 、 そ の 原 因 と し て 脳 血 管 障 害

や 認 知 症 が 多 く を 占 め て い る 。  

こ の よ う な 超 高 齢 社 会 の 中 で 、 高 齢 者 の 悪

性 新 生 物 の 治 療 や 透 析 医 療 な ど に お い て 、 泌

尿 器 科 医 が 果 た す べ き 役 割 は 大 き い 。 ま た 、

介 護 を 必 要 と す る 脳 血 管 障 害 や 認 知 症 、 あ る

い は 加 齢 そ の も の が 要 因 と な る 下 部 尿 路 機 能

障 害 の 診 断 と 治 療 に お い て も 、 泌 尿 器 科 医 が

重 要 な 役 割 を 担 っ て い る 。 し か し な が ら 、 看

護 や 介 護 現 場 で の マ ン パ ワ ー 不 足 も あ り 、 十

分 な 泌 尿 器 科 医 の 関 与 も な い ま ま に 看 護 や 介
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護 の レ ベ ル で オ ム ツ が 使 用 さ れ て い る 場 合 も

少 な く な い と 考 え ら れ る 。  

わ れ わ れ は 旭 川 市 に 隣 接 す る 士 別 市 に お い

て 週 に 1 度 の 外 来 診 療 を 行 っ て い る が 、 こ の

士 別 市 の 高 齢 化 率 は 3 0 % を 上 回 っ て お り 、 全

国 平 均 を 上 回 る 北 海 道 の 高 齢 化 率 2 5 . 2 % を さ

ら に 超 え る 超 高 齢 地 域 で あ る 。 今 回 は こ の 士

別 市 に あ る 介 護 施 設 入 所 者 の 排 尿 管 理 と 泌 尿

器 科 医 の 関 与 、 特 に オ ム ツ 使 用 者 へ の 関 与 の

実 態 を 調 査 し た 。  

 

対 象 ・ 方 法  

 北 海 道 士 別 市 に 存 在 す る 二 箇 所 の 特 別 養 護

老 人 施 設 の 職 員 に 対 し て 、 入 所 者 に 関 す る ア

ン ケ ー ト 調 査 を 施 行 し た 。  

 ア ン ケ ー ト 内 容 は 性 別 、 年 齢 、 入 所 の 契 機

と な っ た 疾 患 、定 期 的 な 服 用 薬 、寝 た き り 度 、

認 知 状 態 、 泌 尿 器 科 の 受 診 歴 、 排 尿 管 理 の 状

態 で あ る 。  

 寝 た き り 度 お よ び 認 知 状 態 は 、 厚 生 労 働 省
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の 定 め る 障 害 高 齢 者 お よ び 認 知 症 高 齢 者 の 日

常 生 活 自 立 度 判 定 基 準 に よ っ て 判 定 し た （ 表

1 ）。 排 尿 管 理 は 、 自 立 し た 排 尿 の 有 無 、 オ ム

ツ の 使 用 の 有 無 、 ま た カ テ ー テ ル 留 置 の 有 無

を 調 査 し た 。  

 

結 果  

 二 施 設 で 合 計 1 1 6 名 の 入 所 者 に 関 す る ア ン

ケ ー ト 結 果 を 得 た 。 男 性 2 8 名 、 女 性 8 8 名 で

平 均 年 齢 は 8 7 . 0 歳 （ 男 性 8 2 . 8 歳 、 女 性 8 8 . 3

歳 ） で あ っ た 。 入 所 の 契 機 と な っ た 疾 患 は 、

重 複 が あ る が 認 知 症 5 2 ％ 、 脳 卒 中 3 3 ％ 、 廃

用 症 候 群 6 ％ 、 パ ー キ ン ソ ン 症 候 群 4 ％ の 順

で あ っ た 。  

 定 期 的 な 服 用 薬 が な い 入 所 者 は 9 名

（ 7 . 8 ％ ） の み で あ り 、 そ れ 以 外 の 入 所 者 は 何

ら か の 薬 剤 を 定 期 的 に 服 用 し て い た 。 服 用 さ

れ て い る 薬 剤 と し て 多 か っ た も の は 、 降 圧 薬

4 7 ％ 、 抗 血 栓 薬 3 4 ％ 、 利 尿 薬 2 5 ％ で あ っ た

（ 表 2 ）。 α 遮 断 薬 、 抗 コ リ ン 薬 や コ リ ン 作 動
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薬 な ど の 排 尿 改 善 薬 は 1 6 名 （ 1 3 . 8 ％ ） で 服

用 さ れ て い た 。  

 寝 た き り 度 は 、 独 力 で 外 出 で き る J ラ ン ク

は 3 名 （ 3 ％ 、 J 1 ： 2 名 、 J 2 ： 1 名 ）、 屋 内 で

の 生 活 は ほ ぼ 自 立 し て い る A ラ ン ク が 4 3 名

（ 3 7 ％ 、 A 1 ： 1 0 名 、 A 2 ： 3 3 名 ）、 日 中 も ベ ッ

ド 上 で の 生 活 が 主 体 で あ る B ラ ン ク が 5 6 名

（ 4 8 ％ 、 B 1 ： 2 3 名 、 B 2 ： 3 3 名 ）、 寝 た き り で

あ る C ラ ン ク が 1 4 名 （ 1 2 ％ 、 C 1 ： 3 名 、 C 2 ：

1 1 名 ） で あ っ た （ 図 1 ）。  

 認 知 状 態 は 、 ほ ぼ 自 立 し て い る ラ ン ク Ⅰ が

5 名 （ 5 ％ ）、 誰 か が 注 意 し て い れ ば 自 立 し て

い る ミ ス や 物 忘 れ 程 度 で あ る ラ ン ク Ⅱ が 2 7

名 （ 2 3 ％ 、 Ⅱ a ： 2 5 名 、 Ⅱ b ： 2 名 ）、 日 常 生

活 に 支 障 を 来 た す ラ ン ク Ⅲ が 6 4 名 （ 5 5 ％ 、

Ⅲ a ： 1 6 名 、 Ⅲ b ： 4 8 名 ）、 常 時 介 護 が 必 要 で

あ る ラ ン ク Ⅳ や 著 し い 精 神 症 状 や 問 題 行 動 が

あ る ラ ン ク M が そ れ ぞ れ 1 9 名 （ 1 6 ％ ）、 1 名

（ 1 ％ ） で あ っ た （ 図 2 ）。  

 排 尿 管 理 に つ い て は 、 尿 道 留 置 と な っ て い
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る 入 所 者 が 7 名 （ 6 ％ ） で あ り 、 う ち 1 名 は

介 護 者 が 導 尿 を 行 っ て い た が 、 介 護 者 側 の 困

難 の た め 尿 道 留 置 と な っ た 。 認 知 症 や 寝 た き

り の た め に ト イ レ 排 尿 が 困 難 で あ り 、 オ ム ツ

排 尿 と な っ て い る 入 所 者 が 6 6 名 （ 5 7 ％ ）、 ト

イ レ 排 尿 が 可 能 で あ る 入 所 者 が 4 3 名 （ 3 7 ％ ）

で あ っ た 。ト イ レ 排 尿 が 可 能 で あ る 4 3 名 中 、

オ ム ツ を 使 用 し て い る 入 所 者 は 2 5 名 （ 2 2 ％ ）

で あ っ た （ 図  3 ）。  

 全 入 所 者 の う ち 泌 尿 器 科 受 診 歴 が あ っ た の

は 3 9 名 （ 3 4 ％ ） に と ど ま っ て い た （ 図  3 ）。

何 ら か の か た ち で オ ム ツ を 使 用 し て い る 入 所

者 9 1 名 （ 7 8 % ） の う ち 、 泌 尿 器 科 受 診 歴 の あ

る も の は 3 1 名 （ 全 体 の 2 7 ％ 、 オ ム ツ 使 用 者

の 3 4 % ） で あ り 、 他 の 6 0 名 （ 全 体 の 5 2 % 、 オ

ム ツ 使 用 者 の 6 6 % ） で 泌 尿 器 科 受 診 歴 が な か

っ た 。  

オ ム ツ を 使 用 し て い る に も 関 わ ら ず 泌 尿 器

科 受 診 歴 の な か っ た 6 0 名 の う ち 、 生 活 自 立

度 が ラ ン ク C （ 寝 た き り ） の 1 0 名 を 除 い た
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5 0 名 （ 全 体 の 4 3 % ） を 寝 た き り 度 お よ び 認 知

状 態 で 区 分 し た （ 表 3 ）。 5 0 名 中 3 8 名 （ 7 6 ％ ）

で 認 知 状 態 が ラ ン ク Ⅲ 以 上 の 高 度 の 認 知 障 害

を 認 め 、 他 の 1 2 名 （ 全 体 の 1 0 ％ ） で は 認 知

状 態 が ラ ン ク Ⅰ も し く は Ⅱ の 範 疇 で あ っ た 。

泌 尿 器 科 受 診 歴 の な か っ た 者 全 例 に お い て 、

介 護 者 側 が そ の 必 要 性 が な い と 判 断 し て い た 。 

 

考 察  

 北 海 道 士 別 市 に あ る 二 箇 所 の 特 別 養 護 老

人 施 設 の 入 所 者 1 1 6 名 に 対 し て 調 査 を 行 っ た

結 果 、 オ ム ツ 使 用 者 は 9 1 名 （ 7 8 % ） で あ り 、

そ の う ち 泌 尿 器 科 受 診 歴 の あ る も の は 3 1 名

（ オ ム ツ 使 用 者 の 3 4 ％ ） に と ど ま っ た 。 泌 尿

器 科 受 診 歴 の な い オ ム ツ 使 用 者 6 0 名 の う ち 、

い わ ゆ る 寝 た き り を 除 い た 5 0 名 （ 全 体 の

4 3 % ）、 さ ら に そ の 中 で 認 知 障 害 が 軽 度 で あ る

1 2 名 （ 全 体 の 1 0 % ） で は 泌 尿 器 科 医 の 介 入 す

る 余 地 が 残 さ れ て い る の で は な い か と 考 え ら

れ た 。  
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 世 界 で 類 を み な い 超 高 齢 社 会 が 進 行 す る 日

本 に お い て 、 高 齢 者 の 排 尿 管 理 に つ い て の 報

告 が 散 見 さ れ る 。 介 護 保 険 制 度 が 導 入 さ れ る

直 前 の 平 成 1 1 年 に 愛 知 県 で 行 わ れ た 老 人 施

設 （ 特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 、 老 人 保 健 施 設 、 養

護 老 人 ホ ー ム ） お よ び 訪 問 看 護 セ ン タ ー に 対

す る 聞 き 取 り 調 査 で は 、 5 0 % 以 上 で オ ム ツ が

使 用 さ れ て お り 、 そ の 使 用 理 由 は 必 ず し も 適

切 で な く 、 約 3 5 % で オ ム ツ は ず し が 可 能 で あ

る と い っ た 調 査 結 果 が 報 告 さ れ て い る 2 ) 。 ま

た 、 不 適 切 な オ ム ツ の 使 用 や 排 尿 の 管 理 は 、

要 介 護 者 の 寝 た き り 状 態 の 誘 発 や 生 活 の 質 の

低 下 に も つ な が る こ と が 懸 念 さ れ て い る に も

か か わ ら ず 、 オ ム ツ 使 用 者 の 専 門 医 の 受 診 率

は 3 % と 非 常 に 低 い こ と が 報 告 さ れ て い る 2 ) 。 

 今 回 の 調 査 で は 、 7 8 % の 入 所 者 で オ ム ツ が

使 用 さ れ て お り 、 オ ム ツ 使 用 者 に お け る 泌 尿

器 科 の 受 診 率 は 3 4 % で あ っ た 。 先 の 愛 知 県 の

調 査 と 比 較 す る と 、 今 回 の 検 討 対 象 が 超 高 齢

地 域 に あ る 特 別 養 護 老 人 施 設 で あ っ た た め か 、
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オ ム ツ の 使 用 頻 度 は 同 等 な い し は や や 高 い 傾

向 で あ っ た が 、 オ ム ツ 使 用 者 の 泌 尿 器 科 へ の

受 診 率 は 比 較 的 良 好 で あ っ た 。 一 方 、 オ ム ツ

使 用 者 の 6 6 % は 泌 尿 器 科 へ の 受 診 が 一 度 も な

か っ た と い う 事 実 も 存 在 す る 。 そ の 入 所 者 の

多 く は 高 度 の 認 知 障 害 が あ り 、 介 護 者 側 の 判

断 で 泌 尿 器 科 受 診 の 必 要 性 が な い と 判 断 さ れ

て い た と 推 察 さ れ る 。  

 介 護 施 設 に 入 所 し て い る 高 齢 者 の 排 尿 管 理

に は さ ま ざ ま な 問 題 が あ る と 思 わ れ る 。 ひ と

つ は 、 介 護 者 の 尿 失 禁 や 下 部 尿 路 機 能 障 害 に

対 す る 理 解 不 足 が 挙 げ ら れ る 。 尿 失 禁 に は 腹

圧 性 尿 失 禁 、 切 迫 性 尿 失 禁 、 溢 流 性 尿 失 禁 や

機 能 性 尿 失 禁 な ど 様 々 な タ イ プ が 存 在 し 、 そ

の タ イ プ に よ っ て 対 応 の 方 法 も 異 な る 。 高 齢

者 の 腹 圧 性 尿 失 禁 に 関 し て は 、 有 効 な 薬 物 療

法 が あ ま り な く 、 手 術 療 法 が 主 体 と な っ て い

る 。 過 活 動 膀 胱 な ど を 原 因 と す る 切 迫 性 尿 失

禁 に 関 し て は 抗 コ リ ン 薬 や 最 近 使 用 可 能 と な

っ た 比 較 的 有 害 事 象 の 少 な い β 3 作 動 薬 が 薬
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物 治 療 と し て 挙 げ ら れ る 。 高 齢 者 に 対 す る 抗

コ リ ン 薬 は 、 一 般 的 に 日 常 生 活 の 自 立 度 が 良

好 で 、 認 知 障 害 も 比 較 的 軽 度 の 方 に 効 果 を 認

め る と さ れ る が 3 ) 4 ) 、 抗 コ リ ン 薬 に よ り

A l z h e i m e r 病 の 4 0 % で 尿 失 禁 の 改 善 を 認 め る

と い っ た 報 告 5 ) や 、 老 人 施 設 入 所 者 に お け る

切 迫 性 尿 失 禁 が 抗 コ リ ン 薬 で 6 8 % 改 善 す る と

い っ た 報 告 6 ) も あ り 、 認 知 障 害 の 存 在 が 抗 コ

リ ン 薬 な ど の 薬 物 治 療 の 効 果 を 必 ず し も 否 定

す る も の で は な い 。 溢 流 性 尿 失 禁 は 、 蓄 尿 障

害 で は な く 排 尿 障 害 で あ り 、 残 尿 過 多 が 原 因

と な る た め 、 残 尿 の 確 認 が 初 期 評 価 と し て 重

要 で あ る 。 排 尿 を 改 善 す る α 遮 断 薬 や 、 前 立

腺 の 腫 大 が あ る 男 性 患 者 で は 5 α 還 元 酵 素 阻

害 薬 の 選 択 も 考 え ら れ る 。  

 機 能 性 尿 失 禁 は 、 運 動 機 能 や 精 神 機 能 の 低

下 の た め に ト イ レ で の 排 尿 動 作 が で き な い た

め に 起 こ る 尿 失 禁 で あ る が 、 生 活 の 場 を ト イ

レ の 近 く に す る こ と や ポ ー タ ブ ル ト イ レ の 使

用 な ど 設 備 の 変 更 を 考 慮 し 、 時 間 排 尿 を 促 す
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よ う な 行 動 療 法 が 重 要 で あ る 。 老 人 施 設 に 入

所 中 の A D L の 低 下 の あ る 方 や 認 知 障 害 の 強

い 方 に 対 す る 排 尿 介 助 は 、 看 護 や 介 護 者 の 負

担 が 増 加 す る た め 、 十 分 な マ ン パ ワ ー が 必 要

で あ る 。  

 今 回 の 調 査 で は 、 入 所 者 が 使 用 す る オ ム ツ

の 種 類 は 調 査 の 対 象 外 で あ っ た 。 オ ム ツ に は

パ ッ ド や リ ハ ビ リ パ ン ツ な ど さ ま ざ ま な 種 類

が あ り 、 そ れ ら が 適 切 に 使 用 さ れ て い る か ど

う か と い う こ と も 重 要 と 思 わ れ る 。 各 入 所 者

の 排 尿 状 態 を 評 価 し 、 排 尿 介 助 や オ ム ツ の 使

用 法 を 見 直 す こ と で 、 皮 膚 ト ラ ブ ル の あ っ た

入 所 者 の 7 0 % で 改 善 が み ら れ 、 オ ム ツ に か か

る 購 入 費 用 や 廃 棄 費 用 が 4 0 ～ 5 0 % 削 減 さ れ た

と い う 報 告 7 ) も み ら れ て い る 。 失 禁 に 関 連 す

る 皮 膚 障 害 や 経 済 的 側 面 か ら も 、 オ ム ツ の 使

用 を 回 避 す る 努 力 や そ の 適 正 な 使 用 は 重 要 と

考 え ら れ る 。  

 介 護 施 設 へ の 入 所 の 有 無 に 関 わ ら ず 、 高 齢

者 の 排 尿 管 理 に は さ ま ざ ま な 問 題 が 存 在 す る 。
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排 尿 障 害 の 評 価 を 確 実 に 行 っ た 上 で 、 行 動 療

法 や 薬 物 療 法 の 計 画 を 立 て 、 オ ム ツ の 使 用 を

可 能 な 限 り 少 な く す る 努 力 が 必 要 で あ る 。 よ

り 良 い 排 尿 管 理 の 実 践 を 目 指 す 上 で わ れ わ れ

泌 尿 器 科 医 の 担 う 役 割 は 大 き く 、 看 護 や 介 護

者 と の 協 力 体 制 作 り が 不 可 欠 で あ る 。  
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認知症高齢者の日常生活自立度判定基準

著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患が見られるM

日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とするⅣ

夜間を中心Ⅲb

日中を中心Ⅲa

日常生活に支障を来すような症状・行動や意思疎通の困難さがときどきみられ、介護を必要とするⅢ

家庭内においてもⅡb

家庭外のみⅡa

誰かが注意していれば自立できるⅡ

ほぼ自立しているⅠ

障害高齢者の日常生活自立度判定基準

２．自力では寝返りもうたない

１．自力で寝返りをうつ

１日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要するC

２．介助により車いすに移乗する

１．車いすに移乗し、食事、排泄はベッドから離れて行う

屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であるが、座位を保つB寝たきり

２．外出の頻度が少なく、日中も寝たり起きたりの生活をしている

１．介助により外出し、日中はほとんどベッドから離れて生活する

屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しないA準寝たきり

２．隣近所へなら外出する

１．交通機関等を利用して外出する

何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており独力で外出するJ自立

表1．障害および認知症高齢者の日常生活自立度判定基準
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表2: 特別養護老人施設の入所者の服用薬剤

4 %抗てんかん薬

4 %強心薬

6 %ステロイド

6 %パーキンソン病薬

6 %抗不整脈薬

8 %脳代謝賦活薬

9 %血糖降下薬

12 %狭心症薬

14 %排尿改善薬

14 %抗精神病薬

15 %抗うつ薬

18 %抗認知症薬

22 %睡眠薬

22 %消化性潰瘍薬

25 %利尿薬

34 %抗血栓薬

47 %降圧薬
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表3：オムツ使用者で泌尿器科受診歴のない入所者の内訳

8308450合計

両群ともに寝たきり度Jランクの該当者なし

オムツ排尿である入所者に寝たきり度Cに 10名の該当者あり

認知状態

7222132小計

4151121B

371011A

オムツ排尿

186318小計

13127B

055111A

トイレ排尿可能だが、オムツを使用

Ⅳ/MⅢⅡⅠ該当者数寝たきり度
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図 の 説 明  

図 1 ： 入 所 者 の 寝 た き り 度 の 内 訳  

図 2 ： 入 所 者 の 認 知 状 態 の 内 訳  

図 3 ： 入 所 者 の 排 尿 管 理 と 泌 尿 器 科 受 診 歴 の

内 訳  
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図 1   
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図 2  
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図 3  
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